
健康な体作りの為のお食事について（仮）
　健康な生活を送るために欠かせない
栄養摂取。毎日の食事によって、どのよう
に健康的な体が作られていくのかなどを
解説します。当院専属の管理栄養士が、
一般の方にわかりやすい内容で講義を
行ないますので、是非、ご期待ください。

Web医学講座
９月27日（月）から公 開

会 場 ふれあい東戸塚ホスピタルのHP上で視聴
ホームページ

講 

師

ふれあい東戸塚ホスピタル

小西 香奈
                 管理栄養士

公開日以降に動画をご覧ください

お問合せ
ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16-8

無料公開無料公開

　　　　　　Web医学講座とは、
　　　　　   当院のホームページに
              　 アップされた動画を
                  ご覧いただく講座です。

是非、お気軽に
ご視聴ください。

（ユーチューブ動画です）

予約不要予約不要

クリアな視界で明るい人生！ ～白内障の治療と術後のケア～
　目の病気「白内障」の治療や手術につ
いて、当院の眼科科長の金田医師が、丁
寧に説明します。老後の生活の質を保つ
ために、目や視界にお悩みをもつ方は、是
非、今回の医学講座をご視聴いただき、
早めの治療をご検討ください。

オンライン医学講座
９月29日（水）15：30～16：30〈予定〉日 時

会 場 インターネット配信により各ご自宅で
講 

師

康心会汐見台病院
眼科 科長

金田 英蘭 医師

お問合せ
康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代表）
横浜市磯子区汐見台1-6-5

アプリ「Zoom」を使用してご視聴ください

開始１０分前以降に下記からご参加を！
〔 9/29水15：20～〕

https://zoom.us/j/
93937457162?pwd=
eUtkcTdLTGhDQTJYQXg
0YXdjb2xYUT09

ミーティングID ： 939 3745 7162
パスコード： 146556

　

戸
塚
区
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」

で
は
、
循
環
器
内
科
で
心
臓
病
の
診
療
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
同
院
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

れ
、
そ
の
後
、
激
し
く
な
っ
た
り
、

頻
度
が
増
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
は
、
心
筋
梗

塞
を
発
症
し
た
方
の
約
半
数
に
起

こ
っ
て
お
り
、
発
症
す
る
前
の
１

～
２
カ
月
以
内
に
経
験
し
て
い
る

と
さ
れ
ま
す
。

　

も
し
、
こ
の
よ
う
な
異
変
を
感

じ
た
ら
、
そ
の
場
を
や
り
過
ご
し

た
と
し
て
も
、
当
院
の
循
環
器
内

科
を
ご
受
診
く
だ
さ
い
。

　

循
環
器
内
科
は
、
体
液
を
体
に

循
環
さ
せ
る
た
め
の
器
官
を
診
療

す
る
専
門
科
で
あ
り
、
そ
の
対
象

は
、
心
臓
や
血
管
、
リ
ン
パ
管
な

ど
で
す
。
心
筋
梗
塞
以
外
に
も
、

息
切
れ
・
動
悸
・
意
識
消
失
・
高

血
圧
等
の
症
状
を
扱
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
の
心
配
事
や
不

安
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
当
院
へ

な
っ
て
い
き
ま
す
。
血
栓
は
、
心

筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
予

防
に
は
、
禁
煙
を
し
て
、
塩
分
・

糖
分
・
脂
肪
分
を
取
り
過
ぎ
ず
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
が
大
切
で

す
。
ス
ト
レ
ス
を
避
け
る
た
め
に

も
適
度
な
運
動
を
し
て
、
規
則
正

し
い
生
活
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

夏
の
心
筋
梗
塞
は
、
発
汗
・
脱

水
を
契
機
に
発
症
す
る
こ
と
が
多

く
、
50
代
以
下
の
人
に
も
み
ら
れ

ま
す
。炎
天
下
で
の
活
動
や
ス
ポ
ー

ツ
時
に
限
ら
ず
、
屋
内
で
も
こ
ま

め
に
水
分
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
し
っ
か

り
と
診
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

■
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

循
環
器
内
科

▽
月
曜
日
・
午
前

▽
火
曜
日
・
午
後

▽
水
曜
日
・
午
後

▽
木
曜
日
・
午
前

横
浜
市
戸
塚
区
上
品
濃
16
の
８

☎
０
４
５・８
２
７・２
６
３
７

東
戸
塚
駅
西
口
か
ら
無
料
バ
ス

50
歳
以
下
で
も
発
症

　

連
日
の
異
常
な
暑
さ
で
、
多
く

の
汗
を
か
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
体

内
は
水
分
不
足
の
状
態
に
な
っ
て

い
ま
す
。
血
液
は
濃
縮
さ
れ
、「
血

栓
」
が
つ
く
ら
れ
や
す
い
状
態
に

　
「
心
筋
梗
塞
は
、
心
臓
が
酸
素

不
足
に
な
っ
て
壊
死
す
る
病
気
で

す
。
心
筋
（
心
臓
の
筋
肉
）
に
血

液
と
酸
素
を
送
る
『
冠
動
脈
』
と

い
う
血
管
が
、
動
脈
硬
化
で
硬
く

な
り
、
心
筋
に
血
液
を
送
る
こ
と

が
で
き
な
い
状
態
な
の
で
、
心
筋

が
酸
素
不
足
に
陥
り
、
壊
死
し
て

い
く
の
で
す
」

１
〜
２
カ
月
前
に
圧
迫
感

　
「
心
筋
梗
塞
の
前
兆
は
、
胸
の

痛
み
や
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
る
よ

う
な
【
圧
迫
感
】
で
す
。
５
～
10

分
程
度
の
間
に
数
回
繰
り
返
さ

　

心
臓
の
病
気
「
心
筋
梗
塞
」
は
、

冬
場
に
多
く
発
生
す
る
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
厳
し
い
暑
さ
が

続
く
今
の
時
季
（
夏
場
）
に
起
き

な
い
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
、
注

意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
病
気
の

一
つ
で
す
。

 受付時間
午前/8：30〜11：30
午後/13：30〜16：30

血管が詰まって
心筋梗塞

体内の水分が減り、
血液が濃縮され・・
血栓が

できやすい状態！

血栓  

サラサラサラサラ

ドロドロドロドロ

ふれあい東戸塚ホスピタル
循環器内科

田中 直秀 医師

夏
に
心
筋
梗
塞
⁉
発
生
原
因
は
血
液
の
濃
縮

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

心
筋
梗
塞
は「
前
兆
」を
見
逃
さ
な
い
で

〈
取
材
協
力
〉

康
心
会
汐
見
台
病
院

白
内
障
手
術
は
70
歳
ぐ
ら
い
ま
で
に
決
断
を
！

眼
科
で
専
門
治
療
を
実
施

進
化
す
る
眼
科
治
療 

高
齢
者
対
象
の
手
術
も

　

目
の
病
気
の
リ
ス
ク
は
、
40
歳
を
過
ぎ
る
と
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
「
白
内
障
」「
緑
内
障
」「
加か
れ
い齢

黄お
う
は
ん斑

変へ
ん
せ
い
し
ょ
う

性
症
」
の
三
つ
は
、
年
を
重
ね
る
こ

と
に
よ
っ
て
発
症
す
る
眼
科
疾
患
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
眼
科
で
は
、
医
師
４
名
〈
常
勤
医
１
名
、
非
常
勤
医
３

名
／
21
年
７
月
現
在
〉
で
外
来
診
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
専
属
の
視
能
訓
練
士

（
国
家
資
格
）も
お
り
、月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
全
て
の
曜
日
で
受
診
が
可
能
で
す
。

　

高
齢
者
に
多
い
眼
科
疾
患
の
中

で
、
代
表
的
な
三
つ
の
病
気
を
紹

介
し
ま
す
。

▽
白
内
障

　

目
の
中
の
「
水
晶
体
」
が
白
く

濁
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
視
力
が
低

　

眼
科
疾
患
は
、
高
血
圧
症
や
糖

尿
病
な
ど
と
深
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
背
景
か
ら
、
磯
子
区
に

あ
る
康
心
会
汐
見
台
病
院
で
は
、

地
域
の
内
科
医
師
と
の
連
携
を
図

り
、
近
隣
住
民
に
対
す
る
よ
り
良

い
治
療
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

横
浜
市
大
と
連
携

下
す
る
病
気
で
す
。
多
く
は
加
齢

に
よ
る
も
の
で
す
が
、
糖
尿
病
や

ア
ト
ピ
ー
な
ど
も
原
因
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

60
歳
を
過
ぎ
た
頃
に
は
、
８
割

に
そ
の
症
状
が
み
ら
れ
る
と
考
え

　

同
院
で
は
、
白
内
障
手
術
な
ど

に
重
点
を
置
き
、
横
浜
市
立
大
学

の
眼
科
学
教
室
と
連
携
し
た
治
療

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
白
内
障
手
術
は
高
度
に

進
歩
し
、
同
院
で
は
、
１
泊
２
日

の
手
術
入
院
に
よ
る
白
内
障
治
療

が
可
能
。
手
術
は
20
分
程
度
で
す

み
、
目
の
周
り
の
清
潔
を
保
持
し

な
が
ら
、
翌
日
か
ら
日
常
生
活
が

送
れ
ま
す
。※
症
例
に
よ
り
異
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

眼
科
科
長
の
金
田
英
蘭
医
師
＝

９
月
29
日
㈬
に
医
学
講
座
を
開
催

＝
は
、「
目
の
疾
患
は
、
症
状
が

徐
々
に
進
行
す
る
の
で
、
ご
本
人

が
気
付
か
な
い
で
い
る
方
は
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
白
内
障
手

術
は
、
70
歳
前
後
で
は
回
復
が
早

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
術
後
に
生

活
の
質
が
向
上
し
た
こ
と
を
実

感
さ
れ
た
患
者
さ
ま
の
中
に
は
、

『
80
代
で
手
術
を
受
け
た
け
れ
ど
、

も
っ
と
早
く
受
け
れ
ば
よ
か
っ

た
』
と
お
話
さ
れ
る
方
は
、
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
※
感
想
は
個
人
の
も
の
で
す
。

　

当
院
で
は
、
横
浜
市
立
大
学
の

眼
科
学
教
室
と
連
携
し
た
診
療
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
幅
広

ら
れ
て
お
り
、
視
力
を
回
復
さ
せ

る
た
め
に
は
手
術
が
必
要
で
す
。

白
内
障
手
術
は
、
国
内
で
年
間
約

１
６
０
万
件
も
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
（
日
本
眼
科
医
会
資
料
よ
り
）。

▽
緑
内
障

　

緑
内
障
は
、
視
神
経
が
障
害
さ

れ
、
視
野
が
欠
け
て
見
え
る
病
気

で
す
。
眼
圧
の
上
昇
が
要
因
の
一

つ
で
あ
り
、
失
明
の
原
因
疾
患
の

第
１
位
に
な
っ
て
い
ま
す
（
厚
労

省
２
０
１
７
年
度
報
告
書
よ
り
）。

70
歳
以
上
で
は
、
10
人
に
１
人
の

割
合
で
罹
患
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
（
日
本
緑
内
障
学

い
症
例
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

緑
内
障
の
専
門
検
査
も

　

同
院
で
は
、
緑
内
障
の
診
断
と

治
療
に
必
要
な「
静
的
視
野
検
査
」

や
、広
い
範
囲
を
検
査
で
き
る「
動

的
視
野
検
査
」
な
ど
の
実
施
も
可

能
で
、
キ
ャ
リ
ア
あ
る
視
能
訓
練

士
が
検
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

眼
科
ス
タ
ッ
フ
は
、「
小
児
の

斜
視
や
弱
視
な
ど
の
診
療
も
行

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
成
人
だ

け
で
な
く
、
お
子
さ
ま
の
目
の
状

態
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
眼
科
疾
患
の
早
期
発

見
の
た
め
に
は
、
目
の
定
期
検
査

は
有
効
で
す
の
で
、
病
気
の
有
無

に
限
ら
ず
、
是
非
、
検
査
を
お
受

け
く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

取
材
協
力
／
康
心
会
汐
見
台
病
院

☎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
１

磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の
５

会
資
料
よ
り
）。

　

し
か
し
最
近
で
は
、
治
療
の
選

択
肢
が
広
が
り
、
早
期
か
ら
適
切

な
治
療
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
日
常
生
活
に
支
障
が
な
い
視

野
を
保
つ
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

▽
加か
れ
い齢

黄お
う
は
ん斑

変へ
ん
せ
い
し
ょ
う

性
症

　

視
力
を
つ
か
さ
ど
る
網
膜
の
中

心
に
あ
る「
黄
斑
」の
老
化
に
よ
っ

て
、視
力
が
低
下
す
る
病
気
で
す
。

治
療
で
網
膜
を
再
生
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
病
気
を
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
早

く
か
ら
治
療
を
行
な
っ
て
進
行
を

遅
ら
せ
、
失
明
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　
「
見
え
に
く
い
」
と
感
じ
た
時

に
は
、
既
に
病
気
は
進
行
し
て
い

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
医
療
の
進

歩
に
よ
っ
て
、
治
療
が
で
き
る
病

気
は
増
え
て
い
る
の
で
、
40
歳
を

過
ぎ
た
ら
定
期
的
に
検
査
を
受

け
、目
を
健
康
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

角膜
メス

水晶体

虹彩

眼内レンズ
人工レンズを挿入

水晶体を超音波で
砕き吸引

メスで切開

白内障手術のイメージ

康心会汐見台病院
眼科 科長

金田 英蘭 医師
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【施設概要】
類型：介護付有料老人ホーム／土地・建物の権利形態：通常借家契約（20年以上の長期賃貸借契
約締結済）自動更新条項あり、契約期間2026年5月30日迄／敷地面積：2385.70㎡／延床面
積：有料老人ホーム該当部分5991.30㎡、鉄骨・鉄筋コンクリート造18階建ての10階～18階
部分および一部1階部分／住居の権利形態：利用権方式（返還金制度あり）／開設日：2006年7
月1日／募集：５室（総居室数107室）／居室：全６タイプ（２人用あり）、風呂・トイレ完備／入居金：
1000万円～5250万円／管理費13万2000円～29万7000円（税込）、※介護認定を受け
ていない場合は、別途「健康管理費」（月2万2000円）の負担あり／食費：3万6150円(1日3
食30日の場合)、厨房運営費（月）3万2760円／入居資格：65歳以上の自立または要支援・要介
護の認定者／事業主：有限会社湘南ふれあいの園／広告有効期限：2021年10月31日 

☎045-681-2951
【受付時間 ９：００～１８：００】

介護付有料老人ホーム
シニアホテル横浜

横浜市中区万代町２-3-３
「シニアホテル横浜」の施設見学会を開催します。
同じ建物に病院がある老人ホームの内部が見られる
貴重な見学会です。お電話でご予約ください。

※各日２組さま限定・完全予約制
開催期間

無料の施設見学会を開催！

９/11（土）～９/26（日）
シニアホテル横浜の外観

居室例

体験入居など

居室のご予約

ご入居までの流れ

〈体験入居〉
1泊3食付11,000円（税込）

期間はご相談ください

確保期間は概ね１カ月

ご指定の居室を確保いたします。
予約金・キャンセル料は一切不要です。

契約ご準備
●健康診断書  ●ケアプランの写し
●面談　など

ご契約
ご本人さまや身元引受人さまなどに
必要なお手続きをお願いいたします。

資料請求・ご相談・見学

ご入居日前の
荷物搬入も可能
です。
お気軽にご相談
ください。

ご入居

「シニアホテル横浜」には、専属のケアマネジャーがおり、
入居者さまの状態に合わせたケアプランを作成し、
夜間を含めて介護スタッフが日常の介護サービスを提供します。
同じ建物内にある病院には、医師が常駐しているため、
夜間の緊急診察も可能。通院が難しい場合には、
病院の訪問診療など、多くの医療・介護サービスがあり、
２４時間３６５日、一人ひとりに必要な内容を提供し、自立の方から介護の必要な方、
寝たきりの方まで暮らすことができる介護付きの有料老人ホームです。

「シニアホテル横浜」には、専属のケアマネジャーがおり、
入居者さまの状態に合わせたケアプランを作成し、
夜間を含めて介護スタッフが日常の介護サービスを提供します。
同じ建物内にある病院には、医師が常駐しているため、
夜間の緊急診察も可能。通院が難しい場合には、
病院の訪問診療など、多くの医療・介護サービスがあり、
２４時間３６５日、一人ひとりに必要な内容を提供し、自立の方から介護の必要な方、
寝たきりの方まで暮らすことができる介護付きの有料老人ホームです。

介護付有料老人ホーム

シニアホテル横浜
介護付有料老人ホーム

シニアホテル横浜

入居対象

●月額費用  お一人の場合 20万910円～
［入居一時金方式］

注・入居一時金０円プランも有 ご夫婦の場合 36万8,820円～［入居一時金方式］

●入居一時金　お一人の場合 1,000万円～　
ご夫婦の場合 3,500万円～　

６５歳以上の全ての方 検 索シニアホテル横浜

個別相談も可能！早急な入居が必要な方や、医療依存度が高い方など、個別の内容にお答えします。お気軽にご相談ください。

ふれあい横浜ホスピ
タル

地域病院（医療法人回生会 ふれあい横浜ホスピタル）

の上層階なので医療面も安心！

徒歩

分

JR関内駅地下鉄 伊勢佐木長者町駅３

電話またはメールで応募連絡後、
必要書類を郵送してください。
　 　 【選考】書類・面接 など
〒253-0084 
茅ヶ崎市円蔵370-20
エフ.アンド.ユアライフ３F新聞宛
☎0467（58）5678
　 fy-kouho@fureai-g.or.jp

㈲エフ.アンド.ユアライフ

応募〆切／9月15日㈬

正社員募集
健康生活お役立ち新聞

◇長期勤続によるキャリア
　形成のため、若年者等を
　積極採用

資格／要普免（AT限定可）
年齢／40歳位まで
勤務予定地／茅ヶ崎市
待遇／社会保険完備、賞与、医療費補助制度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

編集・記者
未経験歓迎！意欲重視

募集職種

　

○
…
「
外
科
医
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
の
は
、
自
分
の
手
で
目

に
見
え
る
形
で
治
療
を
行
な
う

場
面
が
多
い
領
域
と
考
え
た
か

ら
で
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
患

者
さ
ま
の
全
身
を
診
る
重
要
性

を
考
え
た
時
、
消
化
器
系
を
中

心
と
す
る
外
科
へ
の
専
攻
が
、

自
分
に
と
っ
て
最
も
や
り
が
い

を
感
じ
、
そ
し
て
患
者
さ
ま
に

よ
り
良
い
治
療
を
提
供
で
き
る

と
思
い
ま
し
た
」。
以
前
は
呼

吸
器
（
肺
）
を
中
心
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
、
胃
や

大
腸
な
ど
、
複
数
の
臓
器
が
対

象
と
な
る
「
消
化
器
」
を
扱
う

医
師
と
し
て
、
腹
腔
鏡
下
手
術

を
含
む
外
科
治
療
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

○
…
今
年
４
月
に
、
田
邉
浩

悌
医
師
（
外
科
）
と
と
も
に
着

任
。
以
前
か
ら
コ
ン
ビ
（
執
刀

医
と
第
一
助
手
）
を
組
ん
で
き

た
実
績
か
ら
、「
す
で
に
お
互
い

の
信
頼
関
係
が
成
り
立
っ
て
い

る
上
で
、
治
療
方
針
な
ど
を
話

し
合
っ
て
い
く
の
で
、
と
て
も

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
患
者
さ
ま
に
と
っ
て
も

メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
朝

夕
の
病
棟
回
診
も
二
人
で
実
施

し
、
必
要
に
応
じ
て
、
即
時
に

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
な
う
こ

と
が
で
き
ま
す
」
と
、
落
ち
着

い
た
表
情
で
語
り
ま
す
。

　

○
…
現
場
で
大
事
に
し
て

い
る
こ
と
を
聞
く
と
、「
最
善

を
尽
く
す
。
こ
れ
に
限
り
ま

す
」
と
明
瞭
な
答
え
が
返
っ
て

き
ま
す
。「
手
技
に
関
し
て
は

日
々
、
鍛
錬
を
怠
ら
な
い
こ
と
。

診
療
で
は
、
病
気
そ
の
も
の
だ

け
で
は
な
く
、
患
者
さ
ま
の
術

後
生
活
を
見
通
し
た
ト
ー
タ
ル

な
視
点
で
考
え
、
患
者
さ
ま
が

よ
り
良
い
人
生
を
送
れ
る
よ
う

に
貢
献
を
」
と
話
し
、
手
術
後

に
は
自
身
の
手
技
を
映
像
で
振

り
返
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
、
治
療
法

で
は
長
所
と
短
所
、
合
併
症
リ

ス
ク
な
ど
を
本
人
や
家
族
に
説

明
し
な
が
ら
、
最
良
と
考
え
る

も
の
を
提
案
し
て
い
く
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
実
直
な

印
象
か
ら
溢
れ
る
笑
顔
は
優
し

く
、「
腹
腔
鏡
を
使
っ
た
治
療

も
広
く
進
め
て
い
け
る
よ
う
に

尽
力
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

こ
の「
人
」に
聞
く

　
執
刀
映
像
で
手
技
を
チ
ェッ
ク

　
　
　
鍛
錬
を
重
ね
続
け
る
外
科
医

栗原 正輝 医師
 （くりはら まさき）　　　　

康心会汐見台病院
【 外 科 】

日本外科学会 認定外科専門医

〜
診
療
科
の
素
朴
な
疑
問
を
解
決
〜

ど
う
い
う
時
に「
外
科
」で
お
世
話
に
な
る
の
？

取
材
協
力
／
康
心
会
汐
見
台
病
院

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
の
外
科
は
、
医
師
12
名
（
う
ち
常
勤
医
師
４
名
／
21
年
７

月
現
在
）
の
体
制
で
、
救
急
手
術
を
含
め
、
年
間
約
３
０
０
例
（
昨
年
度
実
績
）

の
手
術
を
行
な
っ
て
お
り
、
腹
腔
鏡
を
使
っ
た
治
療
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

診
療
科
の
中
で
、
多
く
の
人
が

最
も
馴
染
み
が
あ
る
の
は
、「
内

科
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ

し
て
、
同
じ
よ
う
に
耳
に
す
る
こ

と
が
多
い
の
は
、「
外
科
」
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
外
科
で
は
、

診
察
室
で
直
接
、
外
科
医
に
症

状
を
う
っ
た
え
た
り
、
問
診
を
受

汐
見
台
病
院
で
は
外
来
が
あ
る

　

磯
子
区
に
あ
る
「
康
心
会
汐
見

台
病
院
」
の
外
科
で
は
、
手
術
治

療
を
受
け
持
つ
だ
け
で
な
く
、
内

科
や
眼
科
の
よ
う
に
、「
外
科
外

来
」
の
枠
を
設
置
し
、
外
科
医
が

直
接
、
患
者
の
診
察
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

同
院
の
消
化
器
系
手
術
に
お
い

て
、
メ
イ
ン
の
執
刀
医
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
栗
原
正
輝
医
師
＝
今

号
「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
紹
介
＝

の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
栗
原
医
師
）「
当
院
の
『
外
科

け
る
こ
と
は
少
な
く
、
む
し
ろ
手

術
を
終
え
て
か
ら
、
病
院
の
ベ
ッ

ド
の
上
で
外
科
医
の
顔
を
初
め
て

見
る
こ
と
も
あ
り
、
手
術
医
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
内
科
が
主
に
薬
剤
に

よ
る
治
療
を
行
な
う
の
に
対
し
、

外
科
は
、
手
術
で
患
部
を
治
療
す

る
こ
と
を
主
と
す
る
診
療
科
の
特

徴
が
関
係
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

薬
剤
で
治
療
で
き
る
場
合
は
内
科

で
と
ど
ま
り
、
病
状
に
よ
っ
て
手

術
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
外
科
に
移

行
す
る
と
い
う
病
気
も
あ
る
か
ら

で
す
。

腹
腔
鏡
は
小
さ
い
穴
を
開
け
る

　

さ
て
、
手
術
と
い
う
と
、
消
化

器
系
で
は
腹
部
を
大
き
く
切
り
、

開
腹
し
て
治
療
す
る
も
の
と
認
識

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
は
、
腹

腔
鏡
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
小

さ
な
切
開
で
手
術
が
可
能
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

腹
腔
鏡
を
使
っ
た
手
術
と
は
、

腹
部
に
0.5
～
1.0
㎝
の
小
さ
な
穴
を

４
～
５
カ
所
開
け
、
高
性
能
カ
メ

ラ
（
腹
腔
鏡
）
と
器
具
を
挿
入
し
、

モ
ニ
タ
ー
に
う
つ
し
出
し
て
患
部

を
治
療
す
る
方
法
で
す
。

外
来
』〈
月
曜
日
～
土
曜
日
の
午

前
・
午
後
に
診
察
枠
あ
り
〉
で
は
、

『
消
化
器
内
科
』
の
よ
う
な
役
割

も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
の
方
が
、『
こ
の
病
気
は
、

外
科
で
診
て
も
ら
う
べ
き
も
の

だ
』
と
判
断
す
る
こ
と
は
、
な
か

な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
当
院

の
外
科
外
来
で
診
察
い
た
し
ま
す

の
で
、
是
非
ご
参
考
に
な
さ
っ
て

く
だ
さ
い
。

▽
お
腹
が
痛
い

▽
吐
い
て
し
ま
っ
た

▽
気
持
ち
が
悪
い

腹腔鏡下手術イメージ

外科担当医

午前

午後

月 火 水 木 金 土

康心会汐見台病院

田邉 浩悌医師 栗原 正輝医師 赤池 信院長
ほか

京急線

久良岐
公園

磯子駅

屏風浦駅

環
状
２
号

環
状
２
号

汐見台
交番前
汐見台
交番前

16

ココ

ＪＲ

☎０４５-７６１-３５８１ 磯子区汐見台１‐６‐５

無料シャトルバス
運行中！

Access

外科・外来診察表

　

当
院
で
は
、
胃
が
ん
や
大
腸
が

ん
、
大
腸
ポ
リ
ー
プ
な
ど
の
手
術

の
ほ
か
、
腹
腔
鏡
を
使
っ
た
治
療

で
は
、
鼠そ
け
い径
ヘ
ル
ニ
ア
や
胆
た
ん
の
う
え
ん

嚢
炎

（
胆
石
症
）、
急
性
虫
垂
炎
な
ど
を

扱
っ
て
い
ま
す
。

　

腹
腔
鏡
下
手
術
は
、
傷
口
が
小

さ
く
す
む
の
で
、
回
復
が
早
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
疾

患
で
は
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
考
え
、
合
併
症
の
リ
ス
ク
も

考
慮
し
た
上
で
、
患
者
さ
ま
に
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
提
案
し
て
い

き
ま
す
。
是
非
、
当
院
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
」。

2



▶JR石川町駅徒歩８分 
▶みなとみらい線元町・中華街駅徒歩12分

石
川
町
駅

元町・中華街駅元町・中華街駅

港
の
見
え
る
丘

公
園

山手公園

フェリス
女学院
中・高

フェリス
女学院大

首都高 中村川中村川

山手教会

山手西洋館

山手聖公会

横浜外国人墓地

アメリカ山公園

山手迎賓館フランス山

マリンタワー

yamate St.

motomachiSt.

Here!Here! 山手イタリア山
庭園

看護学科（一部）
         で使用予定

2022年４月
開設予定      New Campus       New Campus 20222022横浜山手キャンパス横浜山手キャンパス

所在地：横浜市中区山手町27

東戸塚キャンパス

入学直後から現場を見学実習し、スモールグ
ループディスカッション（SGD）を重ね、情報
処理能力や発表能力を養う授業を担当。
グループ病院や、薬局、高齢者施設、卸、協力
企業によって、安定的な医療の提供を支える
組織力を活かした学習を進めていきます。

薬学部

担当授業
「早期臨床体験実習」「薬物動態学」ほか

専門／医療系薬学、呼吸器内科学、薬物代謝学
佐野和美 准教授

担当授業
「総合英語」「英会話」「科学英語」

薬学の領域を広く知ることができる英文を
題材に、専門的な語彙を習得しながら、薬学
関連分野の英文記事に慣れ親しむことから
６年間の「英語カリキュラム」が始まります。
１年次で専門性の高い記事を理解できる
英語力の習得を目指します。

須田篤也 准教授
専門／英米・英語圏文学、文学一般

薬学部

薬学部担当教員の紹介（一部）

～17病院＋51保健福祉施設がサポート～湘南医療大学 Shonan University of Medical Sciences

10：00～15：00

８／ 28 11／20 
14：00～16：00

Sat Sat

Summer Autumn

OPEN CAMPUSOPEN CAMPUS
二学部［保健医療学部・薬学部］同時開催二学部［保健医療学部・薬学部］同時開催

湘南新宿ライン

横須賀線

横浜
8分

大船
9分

藤沢
17分

大和
37分

町田
51分

新宿
42分

東戸塚

東戸塚キャンパス東戸塚キャンパス
▶JR東戸塚駅徒歩12分 

保健医療学部

看護学科 リハビリテーション学科
・理学療法学専攻
・作業療法学専攻 医療薬学科医療薬学科

薬学部

（2021年４月開設）〒244-0806   神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48 ☎045-821-0115 
入試事務室

湘南医療大学

取
材
協
力

明
確
な
目
標
を
ク
リ
ア
！
実
践
的
リ
ハ
ビ
リ
の
効
果

ヒ
ル
ズ
東
戸
塚
／
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

身
体
機
能
の
改
善
だ
け
で
は
な
い
！

「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
」の
利
用
は
家
庭
に
メ
リ
ッ
ト

る
広
々
と
し
た
デ
イ
ル
ー
ム
を
使

用
し
て
い
る
の
で
、
大
き
な
ガ
ラ

ス
窓
か
ら
は
、
清
々
し
い
自
然
や

街
並
み
が
望
め
ま
す
。
車
椅
子
で

も
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
ま
す
。

　

こ
の
空
間
は
、
感
染
症
対
策
に

な
り
、
利
用
者
さ
ま
同
士
の
間
隔

を
確
保
で
き
る
広
さ
が
あ
り
ま

す
。
当
然
、
連
日
、
定
期
的
な
消

毒
や
換
気
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
空
間
の
広
さ
は
、
利
用
者
さ

ま
の
安
心
感
に
つ
な
が
る
サ
ー
ビ

ス
の
一
つ
と
考
え
て
お
り
ま
す
」。

　

こ
の
よ
う
に
、
利
用
者
さ
ま
が

お
喜
び
に
な
り
、
や
る
気
が
出
る

内
容
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
ご
自

身
で
も
『
早
く
・
確
実
に
回
復
し

た
い
』と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
、

療
法
士
と
の
訓
練
以
外
の
時
間
に

も
、
自
主
訓
練
（
自
転
車
エ
ル
ゴ

メ
ー
タ
ー
な
ど
）
を
行
な
っ
て
い

る
姿
が
、
当
施
設
で
は
多
く
み
ら

れ
ま
す
。

　

当
ス
タ
ッ
フ
は
、
ご
自
宅
で
の

お
困
り
事
の
相
談
に
も
、
で
き
る

限
り
の
対
応
を
し
て
お
り
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
送
迎
の
際
に
同
行
し

て
、
自
宅
の
出
入
り
の
様
子
や
室

内
で
の
移
動
方
法
を
確
認
し
、
よ

り
良
い
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

を
行
な
っ
て
い
ま
す
」

広
い
空
間
で
安
心
感
を

　
「
リ
ハ
ビ
リ
に
は
、
開
放
感
の
あ

り
と
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目

標
に
合
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
の
提
供
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
」

大
工
趣
味
に
は
ノ
コ
ギ
リ
練
習

　
「
例
え
ば
、
手
に
し
び
れ
が
あ

り
、
趣
味
の
日
曜
大
工
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
方
に
は
、
ご
本
人

の
希
望
に
よ
っ
て
、『
ノ
コ
ギ
リ

練
習
』
な
ど
を
取
り
入
れ
た
訓
練

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
（
施
設
ス
タ
ッ
フ
）「
当
施
設
『
ヒ

ル
ズ
東
戸
塚
』
で
は
、
利
用
者
さ

ま
が
長
く
ご
自
宅
で
生
活
で
き
る

こ
と
を
目
標
に
し
た
リ
ハ
ビ
リ
を
、

国
家
資
格
を
も
つ
療
法
士
が
中
心

と
な
っ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
さ
ま
は
、
脳
血
管
疾
患

や
整
形
疾
患
、
認
知
症
を
抱
え
て

い
る
方
な
ど
が
お
り
、
当
施
設
で

は
こ
の
幅
広
い
疾
患
に
対
し
、
各

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
お
一
人
お
ひ
と

　
「
ヒ
ル
ズ
東
戸
塚
」で
は
、介
護
保
険
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
戸
塚
区
の
ほ
か
、
保
土
ケ
谷
区
・
旭

区
・
港
南
区
の
在
宅
者
が
対
象
で
す
。
施
設
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

テ
ー
シ
ョ
ン
の
他
に
は
、
入
浴
、

排
泄
、
食
事
な
ど
、
日
常
生
活
上

の
支
援
を
行
な
い
、
心
身
の
回
復

を
目
指
し
ま
す
。

孤
立
感
の
解
消
も

　

こ
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
よ
っ

て
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
、
自

立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
利

用
者
の
家
族
は
、
介
護
負
担
が
軽

減
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、施
設
に
通
う
こ
と
は
、

家
族
以
外
の
人
と
の
交
流
の
機
会

が
増
え
、
社
会
的
な
孤
独
の
解
消

に
つ
な
が
り
ま
す
。悩
み
や
不
安
、

生
き
る
活
力
と
し
て
も
、
効
果
的

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
す
。

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ
ア
）」
は
、

自
宅
か
ら
施
設
に
通
い
、
ス
タ
ッ

フ
の
専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

病
気
や
け
が
な
ど
で
入
院
し
、

治
療
を
終
え
て
自
宅
に
戻
っ
た
け

れ
ど
、
身
体
機
能
な
ど
に
不
安
が

あ
り
、
自
宅
生
活
が
心
配
な
場
合

な
ど
に
、
施
設
で
は
、
そ
の
人
が

可
能
な
限
り
自
立
し
た
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
中
心
と
す
る
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ

の
が
あ
り
ま
す
。

　
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と

は
、
体
の
状
態
を
維
持
・
向
上
さ

せ
る
た
め
に
必
要
な
身
体
機
能
の

訓
練
や
日
常
生
活
動
作
の
練
習
の

こ
と
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
は
、施
術
者
の
専
門
資
格（
国

家
資
格
）
が
あ
り
、理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
が
そ

れ
に
あ
た
り
ま
す
。

自
宅
生
活
の
向
上
へ

　

よ
く
耳
に
す
る
「
通
所
リ
ハ
ビ

　

介
護
保
険
を
使
っ
て
受
け
る

サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、「
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
受
け
ら
れ
る
も

退
院

通所
日帰り

自
宅

リハビリ
施設

病
院

高い天井と広さを有したデイルーム

療
法
士
に
よ
る
歩
行
訓
練（
上
）と
、エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
下
）

介護老人保健施設

   ヒルズ東戸塚
　　　　　　    通所リハビリテーション

戸塚区上品濃16-7
045-827-2630

問合せ先

対象地域

戸塚区・港南区・
保土ケ谷区・旭区

横浜新道横浜新道

品濃橋

医療大学東戸塚HP

老人ホーム

西口
東戸塚駅

ココ!
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大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

横浜文化体育館

関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

オンライン同時オンライン同時開催！医学講座 参加無料参加無料

会場入場（定員10名）を
ご希望される方は、
事前にお電話ください。オンライン視聴の方法はＨＰをご覧ください。

（インターネット）

ホームページ
会場・オンラインどちらも無料！事前ご予約を

アクセス

お問合せ
ふれあい横浜ホスピタル
☎045-
　681-5101（代表）

中区万代町２-３-３

JR関内駅・地下鉄
伊勢佐木長者町駅
から徒歩３分

９月２2日（水）13：30から
ふれあい横浜ホスピタル 2階 会議室

日 時

会 場

講 

師

ふれあい横浜ホスピタル
薬剤科

長島 優子 薬剤師

実際にあった患者さんから薬剤師へのＱ＆Ａ
　薬剤師とは、医薬品全般について、幅
広い知識をもつ「薬の専門家」です。服
薬指導などで患者さまと関わる中で、よく
ある質問内容を紹介し、専門的な視点で
それにお答えし、関係するお話もお伝え
していきます。是非、お聞きください。

アクセス

お問合せ
ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-
　586-1717（代表）

鶴見区東寺尾4-4-22

新子安駅から
無料シャトル
バスで約5分

オンライン同時オンライン同時開催！医学講座 参加無料参加無料

ふれあい
鶴見ホスピタル

新子安駅
首
都
高
速 京急線

子安台
公園

池
谷
戸

JR

1

９月２8日（火）13：00～14：00
ふれあい鶴見ホスピタル 1階 会議室

日 時

会 場

その痛み 悩んでいませんか？～身体の痛みと帯状疱疹について～

　体が「痛い」と感じるのは、人間が健康に
生活していく上で、大事な信号の意味をも
ちます。しかしその一方で、痛みの継続は、
大きなストレスになっていきます。痛みをとも
なう身近な疾患「帯状疱疹」を例に、体の
痛みについて、専門の医師が解説します。

会場入場（定員20名）を
ご希望される方は、
お電話でご予約ください。オンライン視聴の方法はＨＰをご覧ください。

（インターネット）

ホームページ
会場・オンラインどちらも無料！事前ご予約を

講 

師

ふれあい鶴見ホスピタル
ペインクリニック・内科

川﨑 潤 医師

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
よ
う
！

介
護
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る
効
果

ふ
れ
あ
い
横
浜
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

医
療
面
に
強
い
ケ
ア
マ
ネ
が
在
宅
支
援

事
業
所
は
関
内
駅
徒
歩
３
分

て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
事
業
所
が

病
院
（
ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ

ル
）
に
併
設
さ
れ
て
い
る
特
徴
を

活
か
し
、
医
療
面
で
の
深
い
知
見

を
も
っ
て
、
相
談
者
に
丁
寧
な
対

応
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
所
属
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、「
当
セ
ン

タ
ー
で
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

や
訪
問
看
護
、
訪
問
介
護
な
ど
を

併
せ
た
提
供
が
可
能
で
す
。
利
用

者
さ
ま
の
個
々
の
状
態
に
合
っ
た

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
い
た
し

ま
す
。
介
護
に
つ
い
て
お
困
り
事

が
あ
れ
ば
、
な
ん
な
り
と
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
地
域
の
皆
さ
ま
の
た

め
に
、
お
力
に
な
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
横
浜

　
　
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
５・６
８
１・５
１
０
１
㈹

中
区
万
代
町
２
の
３
の
３

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
」「
介

護
保
険
を
利
用
し
た
い
」
と
い
う

本
人
ま
た
は
家
族
に
つ
い
て
の
相

談
が
で
き
、
介
護
を
専
門
と
す
る

ス
タ
ッ
フ
か
ら
、
在
宅
生
活
に
お

け
る
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

通
所
・
訪
問
を
併
せ
て
提
案

　

同
セ
ン
タ
ー
に
は
、
介
護
の
専

門
家
で
あ
る
「
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）」
が
３
名
在

籍
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
相
談
へ
の
対
応
の
ほ
か
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
際
に
必
要

と
な
る
【
要
介
護
認
定
の
申
請
代

行
】
や
、【
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
】

な
ど
の
専
門
的
な
業
務
に
あ
た
っ

　

介
護
保
険
を
利
用
し
て
、
各
種

の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
人
や
、

介
護
に
関
す
る
悩
み
を
抱
え
て
い

る
人
の
相
談
窓
口
と
し
て
、「
ふ

れ
あ
い
横
浜
居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
家
族
が

　

Ｊ
Ｒ
関
内
駅
南
口
か
ら
徒
歩
３
分
に
あ

る
「
ふ
れ
あ
い
横
浜
居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
紹
介
し
ま
す
。
介
護
の
相
談
や
、

在
宅
生
活
の
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

か
」
を
検
討
し
、作
成
し
た
「
サ
ー

ビ
ス
計
画
書
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）」

に
基
づ
い
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
は
、
自
分
で
作
成

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
介
護

分
野
を
専
門
的
に
扱
っ
て
い
る
セ

ン
タ
ー
や
、
介
護
の
専
門
家
で
あ

る
「
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）」
に
相
談
し
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
う
だ
け
で
も
、
よ

り
適
し
た
内
容
に
な
っ
た
り
、
抱

え
て
い
る
不
安
な
ど
の
気
持
ち
の

面
で
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
遠
慮
せ
ず
、
気
軽
に
利

用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

サ
ー
ビ
ス
」
が
存
在
し
ま
す
。
主

に
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
居
宅
サ
ー

ビ
ス
、
福
祉
用
具
等
に
関
す
る

サ
ー
ビ
ス
が
該
当
し
ま
す
。

介
護
申
請
は
代
行
可
能

　

こ
れ
ら
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
介

護
保
険
で
利
用
す
る
際
に
は
、
保

険
者
（
市
町
村
な
ど
の
自
治
体
）

の
窓
口
に
、
要
介
護
認
定
の
申
請

の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
請
は
、「
居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
で
代
行
し
て
も
ら
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

介
護
認
定
を
受
け
た
後
、「
ど

の
よ
う
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

　
「
介
護
保
険
制
度
」
と
は
、
介

護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な
っ
て

も
、
誰
も
が
安
心
し
て
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
日
本
社
会
全
体
で

介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人
を
支

え
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

そ
し
て
、
よ
り
良
い
介
護
生
活

の
た
め
の
支
援
と
し
て
、「
介
護

同
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

腎
臓
が
働
か
な
く
な
っ
た
！

「
人
工
腎
臓
」が
代
わ
っ
て
不
要
物
を
除
去

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
で
も
透
析
治
療
が
可
能

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

な
ど
）
に
よ
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
治
療
を

続
け
な
が
ら
、
専
門
的
な
リ
ハ
ビ

リ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

医
師
や
看
護
師
以
外
に
も
、
専

門
ス
タ
ッ
フ
は
多
く
、
臨
床
工
学

技
士
・
管
理
栄
養
士
・
理
学
療
法

士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
連

携
し
て
リ
ハ
ビ
リ
と
人
工
透
析
治

療
に
あ
た
り
、
患
者
さ
ま
の
症
状

や
状
態
に
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
立
位
や
歩
行
、
日
常
生
活
動

作
能
力
（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
の
向
上
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

人
工
透
析
治
療
は
、
当
院
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
」。  〈
取
材
協
力
〉

人
工
透
析
治
療
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

通
い
で
治
療
を
お
受
け
い
た
だ

い
て
い
る
患
者
さ
ま
が
、
体
調
の

変
化
が
あ
っ
た
際
に
は
、
入
院
加

療
も
可
能
で
す
。
当
院
で
は
、
地

域
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
、

障
害
者
施
設
等
入
院
病
棟
、
医
療

療
養
病
棟
を
備
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
で
は
、
人
工
透
析
治

療
を
受
け
て
い
る
方
が
、
別
の
病

気
や
け
が
（
脳
血
管
疾
患
や
骨
折

透
析
治
療
で
は
、
体
内
の
老
廃
物

や
余
分
な
水
分
を
除
去
す
る
た
め

に
、血
液
を
一
旦
体
外
に
出
し
て
、

半
透
膜
「
ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
」

を
介
す
る
方
法
（
血
液
透
析
療

法
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

同
院
で
人
工
透
析
治
療
を

担
当
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
の

お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

月
〜
土
曜
日
の
午
前
・
午
後

　
（
同
ス
タ
ッ
フ
）「
当
院
で

は
、
月
～
土
曜
日
に
わ
た
っ
て

２
ク
ー
ル
〈
午
前
・
午
後
〉
で
、

　
「
人
工
透
析
」
は
、
人
間
の
腎

臓
を
代
行
す
る
治
療
法
で
す
。
ふ

れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
人
工

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
は
、
回
復
期
の
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
な
が
ら
、
透
析

を
続
け
ら
れ
る
病
院
で
す
。
同
院
で
は
、
血
液
を
体
外
に
出
し
て
か
ら
、
ダ
イ
ア

ラ
イ
ザ
ー
を
通
し
て
ろ
過
す
る
「
血
液
透
析
療
法
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
腎
臓
の
代
わ
り
に
、「
人

工
腎
臓
」
の
フ
ィ
ル
タ
ー
（「
ダ

イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
」
と
呼
ぶ
）
を
介

し
て
、
体
内
の
血
液
か
ら
、
老
廃

物
や
余
分
な
水
分
を
取
り
除
き
ま

す
。

　

本
来
な
ら
、
自
身
の
腎
臓
が
無

意
識
の
う
ち
に
、
老
廃
物
や
余
分

な
水
分
を
尿
と
し
て
除
去
し
て
い

く
の
で
す
が
、
こ
の
治
療
で
は
、

人
間
が
意
識
的
に
除
去
す
る
行
為

に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

週
２
〜
３
日
の
通
院
が
必
要

　

人
工
透
析
治
療
を
始
め
る
時
期

は
、
原
因
疾
患
の
ほ
か
、
年
齢
や

日
常
生
活
の
支
障
度
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
を
も
と
に
、
医
師
が

総
合
的
に
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
24
時
間
働
く
腎
臓
の

代
わ
り
を
行
な
う
治
療
な
の
で
、

１
回
の
治
療
に
３
～
５
時
間
か
か

り
、
週
２
～
３
回
の
通
院
を
怠
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
共
通
し

た
内
容
に
な
り
ま
す
。

み
や
呼
吸
困
難
、
食
欲
不
振
、
吐

き
気
な
ど
を
も
よ
お
し
た
り
、
重

篤
に
な
る
と
、
け
い
れ
ん
や
意
識

障
害
な
ど
が
現
れ
る
「
尿
毒
症
」

を
引
き
起
こ
す
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、水
分
過
多
に
よ
っ
て
、

「
心
不
全
」
な
ど
を
発
症
す
る
危

険
性
も
あ
り
ま
す
。

ダ
イ
ア
ラ
イ
ザ
ー
が
処
理
す
る

　

腎
臓
が
正
し
く
機
能
し
な
く

な
っ
た
ら
、「
人
工
の
腎
臓
」
に

そ
の
役
割
を
代
わ
っ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
人
工

透
析
治
療
」
で
す
。

し
く
作
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
老

廃
物
や
余
分
な
水
分
が
適
切
に
排

出
さ
れ
ず
、
体
内
に
溜
ま
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
全
身
の
む
く

正
常
時
の
10
％
以
下
は
危
険

　

人
間
の
下
腹
部
に
あ
る「
腎
臓
」

は
、
そ
の
機
能
が
正
常
の
10
％
以

下
に
な
る
と
、
血
液
か
ら
尿
が
正

　

腎
臓
機
能
が
正
常
時
の
10
％
以
下
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
人
工
透
析
治
療
を
開

始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
す
。
本
来
の
腎
臓
は
、
24
時
間
働
き
ま
す
が
、

透
析
で
の
代
替
時
間
は
短
く
、
１
週
間
あ
た
り
９
～
15
時
間
程
度
で
す
。

腎臓の代
わり？！

人工透析
（血液透析）
のしくみ

透
析
装
置

余分な水分血液 不要な老廃物

ポンプ

ダイアライザー
（半透膜）

透析液

透析液

血
液血

液

鶴見区東寺尾４-４-22
☎045-586-1717

岸谷

池谷戸
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麦
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二
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京
急
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Ｊ
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バス停

同院「透析室」
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